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プラネタリウム投影プログラム「宇宙の果てはどんなとこ？」制作報告 
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概 要 

 

当館では 2010 年 3 月から 5 月にかけて、「宇宙の果てはどんなとこ？」という内容でプラネタリウム番組

を投影した。今回の番組中では最新の天文学の成果に基づく遠方銀河の観測結果を紹介するとともに、

特に宇宙の空間的な果てに関する概念について解説した。本稿では番組制作に当たってのコンセプト、

および製作した番組の内容について報告する。 

 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに
 
    

2010 年 3 月 2 日より 5 月 30 日まで、「宇宙の果て

はどんなとこ？」と題してプラネタリウムの投影を行なっ

た。「宇宙の果て」というのは、多くの人が考える素朴な

疑問であり、プラネタリウムの番組として取り上げたいテ

ーマの一つである。また、近年遠方銀河の観測におい

て、さまざまな新しい観測結果が得られていることから、

今回の番組中ではこうした最新の天文学の成果を紹

介するとともに、特に宇宙の空間的な果てに関する概

念について解説した。 

以下において番組制作に当たってのコンセプト、お

よび製作した番組の内容について報告する。 

 

２２２２．．．．番組番組番組番組コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト    

今回の番組においては、主に次の点を伝えることを

重視して製作した。 

○「宇宙の果て」についての疑問 について、答えるこ

と。 

「宇宙の果て」という問は、宇宙に関する疑問の中で

も最もポピュラーなもので、多くの人が考えることである。

これについて、現在の天文学の知識で答えることを目

的とした。 

「宇宙の果て」といった場合、実際にはいろいろな意

味がある。一般的な意味では、空間的な果てを指す

場合が多いと考えられるが、観測の限界を指す場合も

ある。宇宙は有限の過去に始まって現在の姿になって

いるため、遠くを見ることは過去を見ることであるという、
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時間的な概念が関係するためである。この両者が混同

すると、その人の疑問に対して正確に答えていないこ

とになる。 

今回のプラネタリウムでは、時間的な概念について

はあまり触れず、特に一般的な疑問と考えられる空間

的な果てに焦点を絞って作成した。 

○日本のすばる望遠鏡による最新の観測成果につい

て伝えること。 

望遠鏡による天体の観測については、ハッブル宇

宙望遠鏡の成果が美しい写真とともに、ニュース等で

よく取り上げられている。 

しかし日本のすばる望遠鏡も大変優れた望遠鏡で

あり、特に遠方銀河の観測において、大きな成果を挙

げている。実際、赤方偏移が確定した最遠銀河の観

測においては、2009 年の時点に於いて、すばる望遠

鏡による観測がベスト 10 を独占している。 

今回、こうした日本の望遠鏡の成果を伝えることも

目的とした。 

 

３３３３．．．．番組番組番組番組のののの構成構成構成構成    

番組の構成は、次のように主に 7 つのパートに分け

て作成した。（）内は、作成した sft ファイルの名称であ

る。 

○イントロ（intro.sft） 

前半の星空解説に続く導入として、満天の星空のも

と、広大な宇宙をイメージする。 

そして星たちの日周運動が、空が大きな丸い天井

のように見える様子から古代の宇宙観を紹介し、現在

の宇宙像へとつなげるイントロとする。 

○望遠鏡（telescope.sft） 
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プレアデス星団を例に、望遠鏡の機能について説

明する。特に望遠鏡を使用すると、単に物が大きく見

えるだけでなく、暗い星まで見えることを解説する。 

さらに、日本最大の望遠鏡であるすばる望遠鏡につ

いて紹介する。 

○宇宙旅行・惑星（travel_solarsys.sft） 

我々の太陽系からスタートし、はるか宇宙のかなたま

で旅しながら、宇宙の構造について説明する。 

スタートとして太陽系の大きさの説明を行う。番組の

期間中に見えている惑星として土星を例に、新幹線で

土星まで行くとどれくらいかかるか、光の速さではどうか

ということを説明して、太陽系の広さを体感する。 

○宇宙旅行・銀河（travel_milkyway.sft） 

さらに太陽系を飛び出し、恒星までの距離を紹介し、

星間空間を飛行する演出を通して、それぞれの星は

天井に張り付いているわけでないことを実感する。 

そして、それらの星の集まりとして、天の川銀河が出

来ていることを紹介する。 

さらに、この天の川銀河も宇宙のすべてではなく、さ

らに銀河間を飛んでいく演出によって、宇宙にはどこ

までも銀河が広がっていることを説明する。 

○最遠の銀河（distantgalaxy.sft） 

現在、どれくらい遠くの銀河まで観測できているのか、

ハッブル宇宙望遠鏡、ケック望遠鏡、すばる望遠鏡に

よる観測成果を紹介する。そして、現時点で赤方偏移

が確定した最遠の銀河として、2006 年にすばる望遠

鏡が発見した天体を紹介し、宇宙最遠の銀河の説明

をする。 

○宇宙の果て（universe.sft） 

以上のパートで、現在の観測による宇宙の果てと言

える天体を紹介したが、その先がどのようになっている

のか、という疑問に答えるための考え方を紹介する。 

遠方銀河の観測から、宇宙は遠いところも同じよう

な姿をしていると考えられる。すると我々から見て宇宙

の果てにいる人も、同じような宇宙を見ていることにな

る。 

宇宙論においては、「宇宙において特別な場所は

ない」という宇宙原理を仮定する。また、観測事実とし

て宇宙は平均的に一様で、空間の曲率がほぼゼロで

あるという結果が得られている。 

観測結果に宇宙原理の仮定を合わせて考えると、

宇宙はどこまでも平坦で無限に続くということになり、こ

れが、現在の多くの天文学者たちが考える宇宙である

と説明する。 

○エンディング（ending.sft） 

もう一度、銀河間を飛ぶ映像を演出して、今回のテ

ーマのまとめを行う。 

 

４４４４．．．．遠方銀河遠方銀河遠方銀河遠方銀河までのまでのまでのまでの距離距離距離距離    

天文学において、啓蒙書等では一般的に天体まで

の距離として光行距離を使用することが多い。これは、

天体から放たれた光が地球にたどり着くまでに、その

光が旅した距離のことである。 

今回のプラネタリウムでは、遠方の天体までの距離

として、その天体までの今時点での距離に相当する共

動距離を使用した。これは今回の番組においては、宇

宙の時間的な歴史については触れず、空間的な広が

りを中心に組み立てたためである。ただし本来、私たち

が観測しているのは現在の姿でなく、過去の天体の姿

である点は注意する必要がある。 

比較的近くにある天体の場合には、この 2 つ距離の

差は小さいが、特に宇宙論的な距離の場合は全く違

ったものになる。例えば赤方偏移が 6.964 の IOK-1 の

場合、宇宙年齢が 137 億年とすると光行距離は 128.8

億光年ということになるが、共動距離では 287億光年と

いうことになる
1)

。 

 

５５５５．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

「宇宙の果て」についての疑問について答えることを

目標に番組を制作したが、なかなか来館者を満足させ

る構成にするのは難しかった。特に果てがないという考

え方は、来館者にとっては番組を見た後、あまりすっき

りしないものであったかもしれない。 

また、天体までの距離として共動距離を用いたが、

宇宙の年齢は 137 億年という知識のある来館者にとっ

ては、やや混乱の招く構成となった。 

「宇宙の果て」は多くの人に興味のある内容であり、

今後もまた扱うことがあると考えられる。さらに構成・演

出方法に検討を加えていきたい。 
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